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１、大阪府について

https://1.bp.blogspot.com/-eNAga1ygq5M/VUnpxP_MHlI/AAAAAAAAteI/4NngCWtiHPc/s800/chihou_b5_kinki.png


・大阪市

Ｈ31年年度 「大阪府支援教育地域支援整備事業」における地域ブロック内の連携体制
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資料１

◆八尾支援

東大阪支援

５

なにわ高等支援 ⑤

大阪南視覚支援 大阪北視覚支援 生野聴覚支援

堺聴覚支援 中央聴覚支援

刀根山支援光陽支援

◆平成31年度推進校、幹事校

羽曳野支援

◆だいせん聴覚高等支援
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２、豊中支援学校より



豊中支援学校 児童数・教員数

こどもの数 クラス数 教員数

小学部 １０７ １７ ４５

中学部 １３０ １４ ５１

高等部 １３３ １２ ５４

合計 ３７０ ４３ １５０

①教科指導（授業）

その他③保護者対応

⑤学校運営に関わるもの

④行事に関するもの

②生徒指導

2019年4月



学校組織について

豊中支援

小学部 中学部 高等部

教務部、行事部、情報部、児童生徒指導部
健康教育部・研究研修部、地域連携・支援部
進路部、総務部

校務分掌

学校保健委員会、労働安全衛生委員会
教科書選定委員会、全校教育課程検討委員会

など

委員会





３、個別の教育支援計画



支援計画

保護者

保護者

個別の支援計画
－障害のある子どもを生涯にわたって支援－

福祉、医療、労働
等関係機関

小学校

ＮＰＯ

福祉、医療等
関係機関

中学校

大学

特別支援学校

大学

特別支援学校

特別支援学校

福祉、医療、労働
等関係機関

ＮＰＯ

個別の教育支援計画の
作成、実施、評価
（「Ｐｌａｎ－Ｄｏ－Ｓｅｅ」の
プロセス）が重要

・一人一人の教育的
ニーズを把握

・関係者・機関の連携に
よる適切な教育的支援
を効果的に実施

企業

幼稚園 就学前

就学中

卒業後

保育所

高校

個別の教育支援計画

保護者

『「個別の教育支援計画」の策定に関する実際的研究』国立特殊教育総合研究所 （平成１８年）



支援計画 指導計画

移行支援計画の期間（豊中支援）

指導
計画

指導
計画

指導
計画

移行支援計画
高等部卒業時の引継ぎ

支援計画：３年スパン 小：２回（小１、小４） 中：１回（中１） 高：１回（高１）

進
路
先

指導計画：1年

進
学
・
転
校
先

支援計画
進学や転校での引継ぎ

支援計画

支援計画



指導計画とのつながり

個別の教育支援計画
ニーズをもとにした

3年程度の
長期的な目標

個別の指導計画
学校生活での目標（1年）

各教科の目標（半年）

（支援方法、学習内容、評価）

関係する機関が同じ認識で
子どもの支援をする為に

役立てる
（校外とも連携・協力する）

教員間、保護者の
連携・協力に役立てる

（校内で使用）



支援計画・指導計画のつながり

保護者のニーズ
スムーズに動けるように

なってほしい

実態
「切り替えが難しい」
「聴覚より、視覚情報の

ほうが得意」

支援目標（3年）
「1日のスケジュールを
理解し、自分から

行動できるようになる」

支援内容
絵カードや写真
で１日の予定を

伝える引き継ぎ情報
関連情報など

年間目標
「1日の

スケジュールを
自ら見る」

支援計画 指導計画

指導方法
「朝の会で、教師
と一緒に当日の
スケジュールを
確認する」



個別の教育支援計画の構成
（豊中支援学校）

なにを？（支援目標）
どのように取り組む？
（支援方法・手立て）

情報共有のツール

本人に関わる情報

本人及び
保護者の希望

関係機関との
ネットワーク

実態表

個別の教育支援計画は本人（保護者）のもの



学校だけでなく本人が関わる
全ての機関が使用

本校での「使用」とは

家庭から関係機関へ 学校から関係機関へ

見せる

個別の教育支援計画は「本人・保護者のもの」
使うときはどちらからも連絡する

学校から受け取った個別の教育支援計画を、
保護者の責任のもと、関連機関に「見せる」「渡す」

見せる・渡す



関係機関との連携協力・支援ネットワーク



実態表（内容選び）
補助資料



実態表



• 主治医

• 相談支援事業所

• 放課後等デイサービスの事業所

• ヘルパー

• 学童保育

• 年金や福祉サービスなどの申請

→生育歴や実態の確認

• 進路先、転校先への引継ぎ

情報共有のために使用例



学校と他機関との連携 例

１、計画相談支援のための情報共有

２、放課後等デイサービスとの情報共有

２、ケース会議

３、要保護児童等のモニタリング

（見守り）及び定期報告



連携例 計画相談支援のための情報共有

時間 1時間程度

目的 情報共有

（課題、実態、ニーズの共有、1週間の利用予定、各機関の様子）

司会・各機関への声かけ 相談支援事業所

福祉
教育

保護者

放課後等
デイサービス

相談支援事業所

利用計画書、週間予定表 個別の教育支援計画（実態表）

学校



連携例 ケース会議

時間 1時間程度

目的 本人や保護者の支援について情報共有

（各機関が持っている情報をすりあわせ、支援方針を定める）

司会・各機関への声かけ ケースによる

福祉 教育

ヘルパー

相談支援事業所

利用計画書、週間予定表
学校での様子記載
個別の教育支援計画（実態表）

学校

子ども家庭センター

子ども相談課

放課後等デイサービス



労働

家
庭
・地
域

『個別の支援計画』とは･･･

幼
稚
園

保
育
園

就
学
前
施
設

な
ど

入学前
の生活

施
設
・就
労

卒業後
の生活

要
録
・支
援
計
画

等

○○支援学校 個別の教育支援計画

移
行
支
援
計
画

○○支援学校

福祉

医療

教育

保護者

労働

一貫した支援

個別の支援計画：児童生徒の情報を時間や空間でつなぐもの一貫した支援



３、さいごに



福祉

医療

教育

保護者

労働

デイサービスや病院、役所…
それぞれの機関で
同じ情報を伝えなくちゃ

こども

関係機関みんなで、
気軽に子どものことを伝えあいたい…

地域

親の会

保護者の負担

計画の活用



個別の教育支援計画の理想形

計画の実現を支えるために
みんなでパワーアップ

みんなのため
（子ども、保護者、支援者、教員）

の計画
保護者

福祉

就学前施設

学校ドクター

みんなで
つくろう！
活用しよう！

適宜、情報を
更新させよう！家庭や地域での生活と

結びついた適切な目標を
みんなで

助け合ってたてる

必要な情報を
記入する
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